
総 合 評 価 チ ャ ー ト 図 （新東京国際空港公団の経営内容の分析と評価）
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→ ・ 施設整備の遅れから、収支が好調な時期が先行したものの、今後の収支
は厳しい。

・ 健全な経営の確保のため、収益動向に応じて、施設の整備・改修等を計
画的に実施するなどの工夫が必要


